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はじめに
　帯広市が経営する「おびひろ動物園」( 写真 ) は、
北海道帯広市内の緑ヶ丘公園にあり、哺乳類 30 種、



















　2008 年度から 2009 年度にかけて、おびひろ動物園と帯広畜産大学が共同に行った研究は、表１の
とおりであった。
写真 おびひろ動物園正門
表 1   2008-9 年度におけるおびひろ動物園と帯広畜産大学の共同研究
1
　これらの研究におけるおびひろ動物園と帯広畜産大学の役割分担について、飼育展示係員に面接し







































　2008 年度および 2009 年度において実施されたおびひろ動物園と帯広畜産大学による共同研究は、
大学側が研究の中心的作業を遂行し、動物園側が補助的作業を遂行していた。しかし、動物園側は、
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